
【記入例（小売店）】
別記様式第７号（第１０条関係）

1 店舗名及び所在地

店舗名

所在地

消費者還元サービス実施期間　（本事業の補助対象期間内での実施した期間を記入してください。）

期　間

実績額明細

⑴　割引販売事業（商品を特別価格で提供する場合）

　※　割引額が1,000円を超えたとき又は商品が無料となるような割引をしたときは、補助金の対象外です。

商品名

1 ビーズクッション 3,000 円 2,500 円 500 円 80 回 40,000 円

2 ルームシューズ 1,850 円 1,000 円 850 円 65 回 55,250 円

3 円 円 円 回 円

4 円 円 円 回 円

5 円 円 円 回 円

6 円 円 円 回 円

95,250 円 Ａ

⑵　サービス品提供事業（商品と一緒にサービス品を提供する場合）

　※　サービス品の価格が商品の定価を超えたときは、補助金の対象外です。

サービス品名

1 キーホルダー 500 円 110 回 55,000 円

2 円 回 円

3 円 回 円

4 円 回 円

55,000 円 Ｂ

⑶　その他の消費者還元サービスを実施した場合（発生した経費について詳細に記入してください。）

円 Ｃ

A 95,250 円

B 55,000 円

C 円

150,000 円

※合計金額15万円を限度とします。

小計

実績額

小計

定価 特別価格 差額
期間中の
提供数

1,000円以上の商品をお買い上げの方に、
キーホルダー1個サービス

申請NO．

提供の方法
サービス品
の金額

期間中の
提供数

(株)文京商事・「文の京ストア」

文京区春日×ー×ー×　文京ビル１F

実績額

事業報告書

令和4年8月15日～10月10日

小計

①消費者還元サービス（A＋B＋C）

様式第6号実績報告書兼請求書に記載し

た店舗名・住所を記入してください。

令和4年8月15日～10月

15日までの補助対象期間

中の消費者還元サービス実

施期間を記入してください。

特別価格で提供した商品ごとに、実績を記入してください。

商品が多く書ききれない場合は、複数枚にわたって記載いただくか、

実績が分かる売上台帳等の写しを提出してください。

いくらの商品を購入した場合にサービスをつけたのか、

具体的に記入してください。

A~Cの合計額もしくは15万円のいずれか

少ない方の金額を記入してください。

上記(１)(２)以外の消費者還元策を

実施した場合には、記載してください。



⑷　原材料の購入等経費（令和4年4月1日から10月15日までの期間中で店舗営業のために購入した経費）

※経済変動により価格が高騰しているものが対象です。別途領収書等の写しを提出してください。

円

円

円

円

円

※10万円を限度とします。

円

↓

円

※合計金額25万円を限度とします。

申請NO．

小計 966,000

購入金額

②光熱費

③その他必要な経費

店舗電気料金

商品包装資材等消耗品

①原材料費（商品仕入費）

購入品目

輸入雑貨、ティッシュペーパー・トイレットペー
パー等の日用品仕入れ、ノート・鉛筆等の文具類仕
入れ

合計
（1,000円未満端数切捨て後） 246,000

①消費者還元サービス＋②原材料の購入等経費の10分の1 246,600

650,250

300,500

15,250

1,000円未満端数切捨て

②購入金額合計の10分の1
※小数点以下切捨て 96,600

購入した品目の合計額を項目ごとに記入してください。

令和4年4月1日～10月15日までの期間中に購入した品目を記入してください。

また、領収書・レシート等の写しを「①原材料費（商品仕入費）」「②光熱費」※水道料金は

対象外「③その他必要な経費」の区分に分けてそれぞれの表紙（区で表紙の様式を用意して

います。）に添付して別途提出してください。

購入経費合計の10分の1の額もしくは10万円のいずれか

少ない方の金額を記入してください。

本報告書表面下部の「①消費者還元サービス（A＋B＋C）」欄の額

と裏面中段の「②購入金額合計の10分の1」欄の額の合計額を記入し

てください。

上記「①消費者還元サービス＋②原材料の購入等経費の10分の1」の

額の1,000円未満切り捨て後の額を記入してください。

※25万円が限度です。


